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三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
は
、
巨
大
な
津
波

を
伴
い
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
は
か
り

知
れ
な
い
被
害
を
及
ぼ
し
、
さ
ら
に

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
重
大
事

故
は
、
今
後
も
予
断
を
許
さ
な
い
厳

し
い
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
震
災
は
、
被
災
地
域
だ
け

で
な
く
全
国
的
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
た
め
、
群
馬
同
友
会
で

も
緊
急
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

直
接
･
間
接
的
被
害
や
影
響
を
受
け

て
い
る
と
回
答
し
た
企
業
が
九
〇
％

超
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
、
こ
の
厳
し
い
社

会
･
経
済
環
境
こ
そ
同
友
会
の
「
学

ん
で
実
践
」
の
成
果
が
試
さ
れ
る
と

き
で
す
。
企
業
と
雇
用
を
守
り
、
全

社
一
丸
と
な
っ
て
正
常
な
事
業
活
動

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
被
災
地
支
援
と
日
本
経
済
･
社

会
の
復
興
に
貢
献
し
ま
し
ょ
う
。

■調査期間　2011年４月４～18日 

■調査対象　群馬同友会会員企業（FAX登録者）441人 

■回 答 数　82社（18.6％） 

■回答企業の平均従業員数　正規20人・非正規７人 
  
【１】東日本大震災による経営への影響（複数回答可）。 
 
  
 
 
 
 
【２】直接的な影響があった方にお聞きします。具体的な影響や被害をお聞かせください。（抜粋） 
　　  ・地震直後の停電で溶解中の銅が冷えてしまい、炉が１個ダメに（製造業） 
　　  ・設備の横転、外壁のヒビ、食器などの破損（サービス業） 
 
【３】間接的な影響があった方にお聞きします。具体的な影響や被害をお聞かせください。（抜粋） 
　　  ・資材・原材料不足による工期延長、燃料不足と高騰（建設業） 
　　  ・計画停電により取引先のライン停止、生産計画の変更（製造業） 
　　  ・道路が使用できず、納品がストップ（流通・商業） 
　　  ・送別会、歓迎会、祝賀会などのキャンセルが相次いで発生（サービス業） 
　　  ・放射性物質の暫定基準値で野菜の出荷を自粛（その他） 
 
【４】今後予想される経営への影響、その見通し等をお教え下さい。（抜粋） 
　　  ・資材・人材が東北に流れ、群馬での施工が困難になる可能性（建設業） 
　　  ・住宅購買意欲がなくなる（建設業） 
　　  ・売上予定の先が見えない状況で資金繰りの悪化（製造業） 
　　  ・夏の計画停電による就業時間と就業日の変更（製造業） 
　　  ・風評被害の拡大（流通・商業） 
　　  ・自粛による景気停滞のため、売上減少（サービス業） 
 
【５】行政への要望、その他のご意見をお書きください。（抜粋） 
　　  ・自粛ムードの高まりを抑えて、メリハリのある施策 
　　  ・計画停電対策、低利の融資制度等の推進 
　　  ・風評被害に対する安全性を主張 
　　  ・震災の復興とともに経済の復興も早急にお願いしたい 
　　  ・官民一体の協力で国難を解決するべき 
　　  ・被災地から避難された方に仕事を紹介。地元企業の協力を 

 業　種 回答数 構成比 
建設業 19 23％ 
製造業 25 30％ 
流通・商業 ８ 10％ 
サービス業 23 28％ 
その他 ７ ９％ 
合　計 82 

  回答数 構成比 
直接的な影響があった 10 11％ 
間接的な影響があった 74 81％ 
影響はなかった ７ ８％ 
合　計 91 

■回答企業の業種 
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会員の皆さまへ
１. 震災の経営への影響について現状把握をおこない、経営陣

だけでなく社員を含めて全社の共通認識にしましょう。
◎早急に資金手当を行ないましょう。影響が業績に表面化してからでは後手に
なります。
◎雇用を守る姿勢を明確にして、社員に伝えましょう。

２. 経営指針書を基礎に、方針と計画を見直して、長期化が予
想される逆境を乗り切る具体策について社内の意思統一を
はかりましょう。
◎売上減少などを想定し、顧客や取引先に安心感を伝える対応策を明確にしま
しょう。
◎社内の危機管理体制の見直し･確立をすすめましょう。

３. 金融や雇用等の支援制度を活用し、具体的対応をしましょう。
◎国や自治体の制度は多岐にわたります。公的支援機関や事務局に相談しまし
ょう。

４. 会員間のネットワークを活かし、商品・サービス、経営資
源、情報の交流や原材料調達などを強化しましょう。

５. 一人で悩まず、同友会の会合に参加しましょう。今こそお互
いの対応策を交流し、今後の取り組みに生かしましょう。

６. 不必要な自粛を避け、地域にお金が循環するように経済活
動と社会活動を活性化して、同友会理念を力に地域と日本
の復興に取り組みましょう。
◎「国民や地域と共に歩む中小企業」の実践として取り組みましょう。
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関東防災工業株式会社 
消防設備・電気設備のことなら 

■本　　　社　〒371-0056　群馬県前橋市青柳町583-2 
　　　　　　　　　　　　  TEL（027）234-3351（代） 
■安中事務所　〒379-0126　群馬県安中市西上磯部1736
　　　　　　　　　　　　  TEL（027）385-5261 
■東毛営業所　〒370-0801　群馬県太田市台之郷町732-30
　　　　　　　　　　　　  TEL（0276）46-0736

部品加工の  

ホームページで仕事の受注が出来ました。 
　　　好評「部品加工のマテハン」 

URL : http ://www.kk-matehan.co.jp/ 
E-mail : mth@kk-matehan.co.jp

株式会社 

同 友 会 の 製 造 業 と 連 携 し て  
北関東機械加工センターを目指します。 

従業員数　22名
代表取締役　　山　　淳
群馬県太田市矢田堀町351-6
TEL　0276（37）4571
FAX　0276（37）4562

蔵前産業株式会社 
〒379-2153 前橋市上大島町176-44 

TEL  027（261）3552    FAX 027（261）0414 

ISO9001・ISO14001　認証取得 

代表取締役　橋本　勝 

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震（
東
日
本
大
震
災
）

は
、岩
手
・
宮
城
・
福
島
を
は
じ
め
、

東
日
本
全
体
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し

ま
し
た
。

想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
の
被
害
を
受

け
た
地
域
へ
の
復
興
支
援
に
同
友
会

は
い
ち
早
く
動
き
出
し
ま
し
た
。

群
馬
同
友
会
で
は
、
三
月
十
四
日

に
義
援
金
専
用
口
座
を
開
設
。
そ
の

日
の
う
ち
に
全
会
員
へ
依
頼
文
を
送

信
し
、
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
に
二
九
〇
万
円
を
超
え
る
義

援
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
潟
・
山
形
経
由
で
搬
送

ル
ー
ト
が
確
立
し
た
こ
と
を
受
け
、

三
月
十
五
日
に
は
支
援
物
資
の
提
供

を
全
会
員
に
依
頼
。
既
に
一
時
停
止

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に

県
内
五
〇
社
以
上
の
協
力
を
得
て
、

衣
類
、毛
布
、お
む
つ
、食
料
品
、日
用

品
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
用
品
等
々
、
段
ボ

ー
ル
数
百
個
分
に
お
よ
ぶ
生
活
物
資

が
会
員
企
業
か
ら
送
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
群
馬
同
友
会
の
事
務
局
に

寄
せ
ら
れ
た
支
援
物
資
に
つ
い
て

は
、
会
員
企
業
に
ト
ラ
ッ
ク
を
無
償

で
提
供
し
て
も
ら
い
、
四
回
に
わ
た

っ
て
運
送
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
う

ち
の
一
便
は
、
南
相

馬
市
の
被
災
者
が
避

難
生
活
を
お
く
る
宮

城
県
内
の
避
難
所
ま

で
直
接
届
け
ら
れ
ま

し
た
。

中
同
協
復
興
対
策

本
部
（
広
浜
泰
久
本

部
長
）
で
は
、
今
後

は「
事
業
再
開
支
援
」

に
切
り
替
え
て
い
く

方
針
で
、
群
馬
同
友
会
と
し
て
も
同

様
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
義
援
金
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
く
こ

と
を
理
事
会
で
も
確
認
。「
息
長
く
、

今
後
も
出
来
る
限
り
の
協
力
を
お
願

い
ま
出
来
る
こ
と
を
継
続
し
よ
う
！

い
ま
出
来
る
こ
と
を
継
続
し
よ
う
！ 
い
ま
出
来
る
こ
と
を
継
続
し
よ
う
！

い
ま
出
来
る
こ
と
を
継
続
し
よ
う
！ 
い
ま
出
来
る
こ
と
を
継
続
し
よ
う
！ 

被
災
地
へ
の
復
興
支
援
活
動 

い
し
た
い
。
今

こ
そ
連
帯
！
思

い
を
つ
な
ぎ
、

心
を
つ
な
ご

う
！
」
と
、
古

郡
・
阿
久
戸
両

代
表
理
事
は
声

を
大
に
し
て
復

興
へ
の
支
援
を

呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
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アルミ精密部品の切削加工メーカー 

有限会社 エーピーエム 
充実した設備と長年培った確かな技術力で 
お客様のご要望にお応えします！ 

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2 
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059 

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

研削加工のワンストップショッピング 
円筒研削・内面研削・成形研削・プロファイル研削 
FAX1枚で完成品をお届け 

株式会社 アミイダ 
〒373-0806 群馬県太田市龍舞町4645 

TEL / 0276-30-3570  FAX / 0276-30-3575 
URL / www.actpg.co.jp

代表取締役  朽木　康 

経費節減 
お手伝いします 

環境改善・遮熱・断熱塗装 
長寿命高耐候塗装・抗菌塗装 
結露防止塗装・その他特殊塗装 

(有)クチキテック 
〒378-0015 沼田市戸鹿野町324-3 
TEL0278(22)0691　FAX0278(22)0696 
U R L　http://www.kuchikitec.jp 
E-mail　kuchikitec@nifty.com

お
客
様
と
付
き
合
う
こ
と
。
社
員
と

社
長
、
会
社
は
フ
ァ
ン
の
関
係
が
大

切
」
と
い
っ
た
中
里
氏
の
経
営
哲
学

に
つ
い
て
説
明
。

ま
た
、「
大
企
業
と
真
っ
向
か
ら

勝
負
す
る
の
で
は
な
く
、
き
め
細
や

か
な
対
応
や
小
ロ
ッ
ト
生
産
な
ど
、

勝
負
で
き
る
分
野
に
特
化
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
。
そ
し
て
、
常
識
に
と

ら
わ
れ
な
い
発
想
が
必
要
」
と
中
里

氏
の
経
営
者
と
し
て
の
考
え
方
に
つ

い
て
述
べ
ま
し
た
。

社
員
教
育
に
つ
い
て
は
、「
欠
点

を
直
し
て
し
ま
う
と
平
均
点
の
人
間

し
か
育
ち
ま
せ
ん
。
重
要

な
の
は
、
型
に
は
め
ず
に

長
所
を
伸
ば
し
て
い
く
こ

と
。
同
社
に
は
、
非
常
に

ユ
ニ
ー
ク
な
制
度
で
、

“

ご
ほ
う
び
制
度

‘

が
あ

り
ま
す
が
、
純
金
の
バ
ネ

を
作
っ
て
み
た
り
と
、
社

員
の
遊
び
心
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
自
然
と
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て

い
く
よ
う
な
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
」
と
数
あ
る

ユ
ニ
ー
ク
な
制
度
も
、
し

っ
か
り
と
し
た
裏
付
け
の
も
と
に
実

施
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
実

例
を
交
え
な
が
ら
レ
ポ
ー
ト
し
ま
し

た
。そ

し
て
、
取
材
に
行
っ
た
運
営
委

員
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、「
自
分
が

全
員
を
幸
せ
に
出
来
る
だ
け
の
範
囲

の
社
員
し
か
採
用
し
な
い
と
い
う
言

葉
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
」「
小

さ
な
決
断
を
日
々
行
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
っ
た
」
な
ど
の
感
想

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

例
会
当
日
は
、
中
里
社
長
本
人
も

参
加
し
、
報
告
後
に
補
足
と
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
教
わ
っ
た

こ
と
は
な
か
な
か
生
か
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
自
分
が
苦
し
ん
で
良

い
と
思
っ
た
こ
と
は
絶
対
に
ブ
レ
ま

せ
ん
。
是
非
み
な
さ
ん
に
は
、
ノ
ウ

ハ
ウ
で
は
な
く
考
え
方
を
学
ん
で
い

た
だ
き
、
ブ
レ
な
い
気
持
ち
を
持
っ

て
経
営
を
し
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま

す
」と
参
加
者
に
語
り
か
け
ま
し
た
。

三
月
二
十
四
日
（
木
）、
高
崎
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
高
崎

支
部
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
初
の
試
み
と
し
て
「
元
気
な

企
業
レ
ポ
ー
ト
」
と
題
し
、
三
朋
企

業
㈱
の
宮
石
氏
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る

運
営
委
員
の
グ
ル
ー
プ
が
会
員
企
業

を
訪
問
取
材
し
、
そ
の
内
容
を
要
約

し
て
報
告
し
ま
し
た
。

今
回
の
取
材
先
は
、
㈲
中
里
ス
プ

リ
ン
グ
製
作
所
。
宮
石
氏
は
、
ま
ず

同
社
に
つ
い
て
「
日
本
一
楽
し
い
町

工
場
を
目
指
す
と
い
う
考
え
の
も

と
、
損
得
で
は
な
く
、
好
き
嫌
い
で

元
気
な
企
業
レ
ポ
ー
ト

元
気
な
企
業
レ
ポ
ー
ト 
元
気
な
企
業
レ
ポ
ー
ト

元
気
な
企
業
レ
ポ
ー
ト 
元
気
な
企
業
レ
ポ
ー
ト 高

崎
支
部
３
月
例
会 
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同友会のホームページで 
会員検索できます。 

【ひつぎ、骨つぼを被災地に】 ㈱メモリード
綺麗なひつぎで安らかに－。東日本巨大地震

の被災地に向けたひつぎが冠婚葬祭互助会大手㈱
メモリード、副参事・戸塚邦夫氏（前橋支部所属）
が所有する同市上大島町の倉庫に続々と集まって
いる。震災では１万人を超える死者が出ており、
被災地では他の物資同様、ひつぎの数も不足して
いる。こうした状況を受け、社団法人全日本冠婚
葬祭互助協会（東京）が被災地に近い北関東ブロ
ック内で集配センターを探していたところ、吉田
社長が倉庫の提供を申し出た。これまでに4,785本
のひつぎが集まり、1,962本が現地に送られた（３
月25日時点）。
長野副社長は「亡くなられた方にせめて新しい

ひつぎでゆっくりと休んでいただきたいという一
念で取り組んでいる」と話している。

［３／31付ぐん経］

【高機能腰＆骨盤サポートベルト】 ㈱ファスター
レース製品製造の㈱ファスター、代表取締役・

織間稔氏（伊勢崎支部所属）はこのほど、繊維製

品製造のセイホウ（足利市）と共同で、高機能腰サ
ポートベルトと骨盤サポートベルトを開発した。レ
ース特有の軽さ、着心地の良さに加え、セイホウの
持つ独自技術を活用することで、高い保湿性を実現
しているのが特色。現在、商品パッケージを制作中
で、早ければ秋口にも本格販売に乗り出す方針だ。
同社は75年設立。女性向けのレース製造に特化し

ており、下着類を中心に各メーカーに供給している。
こうした事業展開の中、他メーカーからレース調の
骨盤サポートベルトを受注したのをきっかけに、「さ
らに付加価値を付けた商品を展開していこう」（下田
部長）と同社初となる自社ブランド展開に乗り出す
ことにした。 ［３／31付ぐん経］

【代表取締役就任】
㈲ノームランド高橋、高橋宣明氏（沼田支部所属）

は、この度、「代表取締役」に就任しました。

【組織変更＆会員登録名変更】
コーチ加寿明、代表・関端加寿明氏（前橋支部所

属）では、この度、「㈱家族会議、取締役副社長・加
寿明（かずあきら）氏」に組織変更＆会員登録名を
変更しました。

三
月
十
五
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
ア

リ
ア
を
会
場
に「
伊
勢
崎
支
部
例
会
」

を
開
催
。
報
告
者
を
不
動
産
賃
貸
業

の
㈲
ア
ー
バ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
代
表
取

締
役
・
榎
原
栄
一
氏
と
、
Ｎ
Ｃ
旋
盤

に
よ
る
切
削
加
工
業
を
営
む
池
田
製

作
所
、
代
表
・
池
田
裕
作
氏
の
二
名

が
務
め
、「
自
社
の
課
題
と
今
後
の

展
望
〜
二
名
の
報
告
を
も
と
に
全
員

で
考
え
る
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
創

業
・
承
継
時
の
想
い
や
高
い
志
の
実

現
に
燃
え
る
現
在
の
率
直
な
胸
の
内

を
話
し
ま
し
た
。

榎
原
氏
は
都
内
の
設
備
会
社
に
勤

務
し
た
後
、群
馬
に
帰
郷
し
て
創
業
。

「
地
域
ナ
ン
バ
ー
１
を
目
指
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
開
店
時
の
手
元
資

金
は
約
一
二
〇
万
円
、
初
月
の
売
上

は
〇
円
。
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
と
は
お
金
に
対

す
る
考
え
方
が
一
変
し
た
」
と
言
い

ま
す
。

そ
の
後
、
苦
労
し
な
が
ら
も
事
業

を
軌
道
に
乗
せ
、二
店
舗
目
を
出
店
。

「
結
果
、
コ
ス
ト
ば
か
り
が
増
え
た

た
め
一
年
半
で
閉
店
に
。
経
営
者
と

し
て
踏
ん
切
り
が
付
か
ず
、
ズ
ル
ズ

ル
と
続
け
て
し
ま
っ
た
の
は
反
省
課

題
」
と
、
苦
渋
の
決
断
を
下
し
た
当

時
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

最
後
に
「
一
度
失
敗
し
た
が
他
店

舗
展
開
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。

ゆ
く
ゆ
く
は
伊
勢
崎
・
太
田
・
前

橋
・
高
崎
の
四
店
舗
体
制
の
実
現
が

目
標
」
と
今
後
の
展
望
を
力
強
く
宣

言
し
ま
し
た
。

池
田
氏
は
富
士
重
工
業
に
入
社
す

る
も
、そ
の
三
年
半
後
に
父
が
急
死
。

家
業
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。「
不
安
定

な
家
業
を
継
ぐ
よ
り
、
大
企
業
に
い

た
ほ
う
が
良
か
っ
た
の
で
は
？
と
皆

さ
ん
に
言
わ
れ
る
が
迷
い
は
な
か
っ

た
。そ
れ
は
使
命
感
な
ん
だ
と
思
う
」

と
事
業
承
継
に
対
す
る
考
え
を
語
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
承
継
時
は
想
い
に
反
し

て
技
術
は
全
く
の
素
人
。「
途
方
に

暮
れ
て
い
た
自
分
に
同
業
者
が
手
を

差
し
延
べ
、親
身
に
教
え
て
く
れ
た
。

当
時
の
恩
は
今
で
も
忘
れ
な
い
」と
、

お
世
話
に
な
っ
た
人
々
へ
の
感
謝
、

繋
が
り
の
大
切
さ
を
述
べ
ま
し
た
。

今
後
の
展
望
と
し
て
「
自
動
車
関

連
の
大
量
生
産
品
は
海
外
に
シ
フ
ト

し
て
し
ま
う
。
難
削
材
を
中
心
と
し

た
多
品
種
少
量
品
の
仕
事
を
増
や
し

て
い
き
た
い
」
と
真
っ
直
ぐ
前
を
見

据
え
て
語
り
ま
し
た
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
二
名

の
特
徴
が
経
営
ス
タ
イ
ル
に
も
如
実

に
表
れ
て
い
る
。
改
め
て
創
業
精
神

や
経
営
理
念
の
大
切
さ
を
感
じ
た
」

「
グ
ル
ー
プ
討
論
で
新
し
い
発
見
を

た
く
さ
ん
貰
え
た
。
自
社
で
ど
う
応

用
し
て
い
く
か
が
自
分
の
課
題
だ
」

「
報
告
者
し
か
り
、
参
加
者
し
か
り
、

仕
事
を
任
せ
ら
れ
る
存
在
を
育
成
し

な
け
れ
ば
と
つ
く
づ
く
感
じ
る
」
な

ど
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

自
社
の
課
題
と
今
後
の
展
望

自
社
の
課
題
と
今
後
の
展
望 

自
社
の
課
題
と
今
後
の
展
望

自
社
の
課
題
と
今
後
の
展
望 
自
社
の
課
題
と
今
後
の
展
望 

伊
勢
崎
支
部
３
月
例
会 
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s

会
社
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い

桐
生
市
と
太
田
市
に
拠
点
を
置

き
、
日
配
給
食
製
造
販
売
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
金
山
青
年
の
家
（
宿

泊
者
の
食
事
販
売
）、
太
田
市
役
所

（
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
販
売
＆
つ
く

ね
・
名
古
屋
飯
・
居
酒
屋
料
理
）
な

ど
、
東
毛
地
域
を
中
心
に
お
弁
当
販

売
と
飲
食
店
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

給
食
部
門
は
日
産
三
五
〇
〇
食
、

お
弁
当
と
飲
食
店
部
門
は
日
産
一
〇

〇
食
を
製
造
販
売
し
て
い
ま
す
。

イチオシ 

会員企業紹介 
わが社の 

㈲花ぶさ太田店 
花房 崇享氏（桐生支部） 

個別メニューのお弁当提供 

s

自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

一
九
七
二
年
生
ま
れ
の
三
十
九

才
。
高
校
卒
業
後
、
単
身
カ
ナ
ダ
へ

四
年
間
留
学
し
ま
し
た
。
帰
国
後
、

花
ぶ
さ
太
田
店
の
立
ち
上
げ
か
ら
入

社
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
は
車
。
自
分
・
妻
・
長
男
・

次
男
の
四
人
家
族
で
す
。

s

イ
チ
オ
シ
を
詳
し
く

給
食
利
用
者
ご
と
に
受
注
集
計
す

る
独
自
ソ
フ
ト
を
開
発
し
、
個
別
の

嗜
好
に
合
わ
せ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
社
員
一
〇
名

の
会
社
で
あ
れ
ば
「
十
人
十
色
」
と

い
う
よ
う
に
、
食
べ
た
い
食
事
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
そ
う
し
た
要
望
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
社
の
お
米
は
農
家
よ
り

直
接
入
手
し
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
用

し
、
ア
ル
カ
リ
水
で
お
い
し
く
炊
き

上
げ
て
い
ま
す
。

s

な
ぜ
ソ
フ
ト
開
発
を

お
客
さ
ま
よ
り
集
計
依
頼
を
受
け

た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
で
す
。「
他
の
お

客
様
さ
ま
も
同
様
に
不
便
が
あ
る
の

で
は
？
」
と
気
づ
か
さ
れ
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
ソ
フ
ト
開
発
に
着
手
し
ま
し

た
。
運
用
ま
で
に
苦
労
は
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
で
は
桐
生
店
と
太
田
店

が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
つ
な
が
り
、
顧

客
情
報
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

s

評
判
は
ど
う
で
す
か

給
食
業
界
で
は

“

集
団
で
同
じ

も
の‘

が
通
常
で
す
が
、
利
用
者
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
の
嗜
好
や
価
格
を
選

べ
る
の
で
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
手
間

の
か
か
る
集
計
業
務
を
す
べ
て
当
社

に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
き
る
の

で
、
取
引
先
の
業
務
軽
減
に
も
役
立

つ
の
で
好
評
で
す
。

s

課
題
は
何
で
す
か

二
年
ほ
ど
前
か
ら
新
規
事
業
を
展

開
し
、
軌
道
に
乗
り
始
め
て
き
ま
し

た
が
、
各
部
門
の
ム
ダ
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
も
う
一
度
内
容
を
見
直
し

て
さ
ら
な
る
効
率
化
を
推
進
し
て
い

き
た
い
で
す
。
ま
た
、
部
門
責
任
者

を
含
め
た
人
事
も
不
安
定
な
部
分
が

あ
る
た
め
、
各
部
門
の
連
携
強
化
も

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

s

最
後
に
一
言

太
田
市
役
所
で
実
施
し
て
い
る
日

替
わ
り
定
食
の
提
供
ス
タ
イ
ル
を
応

用
し
、
中
規
模
事
業
所
の
社
員
食
堂

の
展
開
（
現
在
埼
玉
県
内
に
て
一
ヶ

所
営
業
中
）。
ま
た
、
自
社
の
配
送

網
を
利
用
し
、
食
を
中
心
と
し
た
現

代
版“

御
用
聞
き‘

ビ
ジ
ネ
ス
に
も

参
入
し
、
東
毛
地
域
に
お
け
る
「
食

の
ト
ー
タ
ル
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
」
を
目

指
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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第12回 

年
度
最
終
理
事
会
は
開
会
と
な
り
ま

し
た
。

Ⅰ．

報
告
連
絡
事
項

１．

総
務
会
報
告

開
会
前
に
開
催
さ
れ
た
総
務
会
の

報
告
が
議
長
よ
り
な
さ
れ
ま
し
た
。

２．

支
部
・
部
会
・
委
員
会
報
告

七
支
部
・
三
部
会
・
三
委
員
会
・

仲
間
づ
く
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

に
つ
い
て
代
表
者
に
よ
る
一
分
間
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３．

そ
の
他

①
震
災
被
災
地
へ
の
支
援
に
つ
い
て

黒
岩
事
務
局
長
よ
り
、
群
馬
同
友

会
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
へ
の
支
援

活
動
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
過

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

②
震
災
の
影
響
調
査
報
告

こ
の
た
び
実
施
さ
れ
た
東
日

本
大
震
災
の
影
響
調
査
の
途
中

結
果
が
報
告
さ
れ
、
九
割
の
会

員
企
業
が
何
ら
か
の
影
響
を
受

け
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

Ⅱ．

承
認
事
項

１．

支
部
長
会
議
へ
の
提
案

島
山
太
田
支
部
長
よ
り
、
支

部
長
会
議
開
催
の
提
案
が
な
さ

れ
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

２．

今
年
度
収
支
報
告
案
審
議

標
記
に
つ
い
て
審
議
し
、
総

会
提
案
と
し
て
、
こ
れ
を
承
認

し
ま
し
た
。

３．

新
年
度
予
算
案
審
議

標
記
に
つ
い
て
検
討
し
、
総

会
提
案
と
し
て
、
こ
れ
を
承
認

日
時

四
月
十
二
日
（
火
）

十
八
時
三
十
分
〜
二
十
一
時

会
場

同
友
会
事
務
所
会
議
室

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
古
郡
、
阿
久
戸
、

山
岸
、
石
田
、
田
村
、
相
沢
、
常
任

理
事
／
桑
原
、
布
施
、
清
塚
、
前
田
、

蜂
巣
、
岡
田
、
島
山
、
兵
藤
、
岡
部
、

理
事
／
米
田
、
吉
池
、
五
十
嵐
、
丹

羽
、
町
田
（
代
理
）、
監
事
／
五
十

嵐
、
事
務
局
／
黒
岩
、
阿
久
澤
、
保

坂
（
役
員
計
二
十
一
名
）

【
議
　
事
】

相
沢
副
代
表
理
事
が
議
長
を
つ
と

め
、
古
郡
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
今

し
ま
し
た
。

４．

定
時
総
会
の
役
割
分
担

標
記
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
分
担
を
決
定
す
る
と
と
も

に
、
支
部
別
の
参
加
目
標
を
掲
げ
ま

し
た
。

５．

新
年
度
の
部
会
・
委
員
の
メ
ン

バ
ー
選
任
状
況
に
つ
い
て

前
回
の
申
し
合
わ
せ
を
も
と
に
、

こ
れ
ま
で
の
選
任
状
況
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

６．

入
退
会
者
承
認

先
月
理
事
会
以
降
の
入
退
会
者

（
入
会
一
名
、
退
会
七
名
）
を
承
認
。

会
員
数
は
四
四
〇
名
と
な
り
ま
し

た
。

Ⅲ．

審
議
事
項
（
or
意
見
交
換
）

１．

社
員
の
婚
活
支
援
に
つ
い
て

次
回
以
降
へ
の
持
ち
越
し
議
案
と

し
ま
し
た
。

２．

意
見
交
換

「
震
災
の
影
響
と
今
後
の
対
策
」

を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行
い
、
各

社
の
状
況
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

Ⅳ．

そ
の
他

１．

次
回
理
事
会
の
開
催
日
程
確
認

二
〇
一
一
年
度
第
一
回
理
事
会
を

左
記
の
通
り
開
催
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

日
　
時
／
五
月
十
日
（
火
）

十
八
時
三
十
分
よ
り

会
　
場
／
同
友
会
事
務
所

※
理
事
会
終
了
後
、
支
部
長
会
議
を

開
催
し
、
継
続
し
た
被
災
地
支
援
活

動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

「水なし印刷」をお薦めします 
「水なし印刷」は、有害な廃液を含む湿し水を一切使用せず 

現像工程の現像液使用量・廃液量も大幅減、またCO2排出量も削減します。 
環境への負荷が格段に少ない印刷システムです。 

私たちは、これからも環境に、お客様にやさしい企業を目指します。 

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。 

そ
れ
は
お
客
様
と

そ
れ
は
お
客
様
と 

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、 

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。 

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。 

そ
れ
は
お
客
様
と 

未
来
の
地
球
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会員名簿追加録（順不同・敬称略）
企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

新会員
ご紹介

4月度常任理事会承認

〒379-1305 利根郡みなかみ町後閑1170

弊社は、みなかみ町で椎茸の生産販売をしてい
ます。昨年、代表を引き継いだばかりの社長１年
生です。自分自身が社長という長の壁となって従
業員さんの成長の妨げにならないように勉強しな
ければと思っていたところ、運良く澤浦社長に紹
介いただき入会させていただきました。ご指導の
ほど、宜しくお願いいたします。

ＴＥＬ：0278-62-1673
ＦＡＸ：0278-62-1674

きのこ生産・販売

【紹介者／澤浦彰治】
ギター

沼
田
支
部

㈲月夜野きのこ園

代表取締役

金　子　崇　範
S50年生


